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令和 7 年度 歯科衛生士活用推進事業報告 

 

目的 

地域包括ケアシステムの深化および地域共生社会の実現に向けて、歯科衛生士の

活躍の場は、歯科診療所のみならず、在宅、病院、施設、通いの場などあらゆる場

へと広がりつつある。 

｢健康日本 21｣(第三次)、｢健康ひろしま 21｣(第 3 次)、｢第 3 次広島県歯と口腔の

健康づくり推進計画｣を推進するためには、歯・口腔の健康管理が重要であり、ラ

イフステージに応じた適切な支援が必要である。歯科衛生士の役割や職域が多様化

している現在、より専門的な知識や技術の習得が必要であり、職能団体として能力

向上を支援し、県民への適切な情報提供および啓発の取り組みを強化する必要があ

る。 

そのため、一般社団法人広島県歯科衛生士会では、歯科衛生士の資質向上および

県民の健康と福祉に寄与することを目的として、次の事業を実施した。 

 

1．活用推進事業                （総務部･組織強化部･広報部) 

(1) 関係団体および多職種との連携強化 

関係団体や他職種との連携を強化するため、学会や研究会、会議等へ積極的に参

加し、歯科衛生士の活動に関する情報提供を行った。また、他団体が主催する公衆

衛生活動にも参加・協力し、県民の健康増進を図るとともに、関係団体との連携関

係を深め、職能団体として地域における歯科衛生士の役割を示した。 

(2) 地区会体制の整備 

県内 9 地区会の体制整備を後援し、各地域において歯科衛生士が主体的に活動

できるよう、支援体制の強化を図った。 

（3）データの活用 

 組織強化および業務効率化を目的として、実態調査やアンケート等で得られたデ

ータを継続的かつ効果的に活用し、現状を分析した。 

 

2．人材育成･研修事業                     （学術部）  

 歯科医学・医療の進歩や歯科保健ニーズの変化に伴う専門的知識・技能の習得、

ならびに医療安全などの最新情報に関する生涯研修事業を企画・運営・推進し、歯

科衛生士の資質向上および倫理意識の高揚を図った。また、日本歯科衛生士会の認

定資格審査制度に準じた研修を積極的に実施し、歯科衛生士としての実践力や指導

力を高め、県民の健康と福祉の増進に貢献できる人材の育成に努めた。 
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 歯科医学・医療の進歩および歯科保健ニーズの変化に対応するため、専門的知識・

技能の習得ならびに医療安全等に関する最新情報の提供を目的とした生涯研修事

業の企画・運営・推進を行い、歯科衛生士の資質向上および倫理意識の高揚を図っ

た。また、日本歯科衛生士会の認定資格審査制度に準じた研修を実施し、歯科衛生

業務における実践力および指導力の向上を促進するとともに、国民の健康と福祉の

増進に貢献できる人材の育成に努めた。 

＜令和 7 年度の研修会＞    

・新人セミナー：卒後 3 年未満または実務経験 3 年未満の歯科衛生士を対象にし

た歯科医療技術に関する実技研修 

・地域歯科保健研修会：地域ケア会議、保健事業と介護予防の一体的実施に関す

る研修 

・アドバンス研修会：歯科用洗口液に関する研修 

・口腔機能向上セミナー：口腔機能低下症の評価と管理に関する研修 

・ステップアップセミナー ：歯周病と糖尿病との関係に関する研修 

・医療技術者研修会：リハビリテーション・栄養・口腔の連携に関する研修      

・中堅歯科衛生士セミナー：実務経験 3 年以上の歯科衛生士を対象にした歯科医

療技術に関する実技研修 

・災害歯科保健研修会 

・研究発表会およびセミナー  

・介護予防口腔機能向上研修会：小児の摂食嚥下機能に関する研修 

 

事 業 名 開催年月日 内 容 参加者 

新人研修会 

 

R7/5/25 ・ 開催場所：広島県歯科医師会館 5 階 

・ 講師：中川 智子 先生（歯科衛生士） 

・ 内容：「新人歯科衛生士向け 基礎から学

ぶシャープニングと SRP」 

15 名 

地域歯科保健

研修会 

R7/6/22 ・ 開催場所：広島県歯科医師会館 5 階 

・ 講師：望月 マリ子 先生（作業療法士） 

・ 内容：「これからの地域づくりで歯科衛生

士さんに 期待すること～地域ケア個別

会議への協力を中心に～」 

・ 講師：藤原 薫 先生（保健師） 

・ 内容：「高齢者の保健事業と介護予防の一

体的な実施における歯科衛生士の役割～

経緯からひも解く～」  

42 名 
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アドバンス研

修会 

R7/7/6 ・ 開催場所：広島県歯科医師会館 5 階 

・ 講師：阿部 泰彦 先生（歯科医師） 

・ 内容： 「デンタルリンス／マウスウォッ

シュの目利き力を伝授！」 

38 名 

口腔機能向上

セ ミ ナ ー

(IOCiL 共催） 

R7/8/24 ・ 開催場所：広島県歯科医師会館 5 階 

・ 講師：小原 由紀 先生 （歯科衛生士） 

・ 内容「実践で身に着ける！口腔機能低下

症の評価方法と管理」 

22 名 

ステップアッ

プ セ ミ ナ ー

（WEB 開催） 

R7/9/28 

 

 

・ 開催方法：WEB 開催 

・ 講師： 中澤 正絵 先生（歯科衛生士） 

・ 内容：「歯科衛生士として知っておきたい

歯周病と糖尿病の関係」 

42 名 

医療従事者研

修会 

R7/10/5 

 

・ 開催場所：広島県歯科医師会館 5 階 

・ 講師：若林 秀隆 先生（医師） 

・ 内容：「リハ栄養口腔の三位一体と歯科衛

生士への期待」 

・ 講師：折出 由起先生（歯科衛生士） 

・ 内容：「回復期リハビリテーション病院に

おける歯科衛生士の役割～摂食嚥下・栄

養について当院での取り組み～」 

54 名 

ワンランクア

ップセミナー

(IOCiL 共催） 

R7/10/26 ・ 開催場所：広島県歯科医師会館 5 階 

・ 講師：植村 美穂 先生（歯科衛生士） 

・ 内容：「短時間でマスター！SRP＆シャー

プニング 実習セミナー「できた」を実感

できる、速習カリキュラム」 

7 名 

広島県歯科衛

生会研究発表

会 

学術セミナー

および企業セ

ミナー 

 

R7/12/14 ・ 開催場所：広島県歯科医師会館 5 階 

研究発表会 

➀「東広島地区における「いい歯の日キャンペ

ーン・意識啓発事業」の取り組み」 

演者 桒原 里美 

所属 広島県歯科衛生士会 東広島地区会 

➁「広島県歯科衛生士会福山・府中地区会 令

和 7 年度活動報告」 

演者 早瀬 千恵子 

所属 広島県歯科衛生士会 福山・府中地区会 

③「広島市安佐北区常設オープンスペーススマ

イル安佐北における歯科保健活動」 

演者 赤穴 悦子 

24 名 
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所属 広島県歯科衛生士会 安芸地区会 

④「私の「生活習慣病予防認定歯科衛生士」を

取得するまで」 

演者 奥河 知恵 

所属 JA 尾道総合病院 歯科 口腔外科 

⑤ 「歯科医療安全管理認定歯科衛生士を取得

して」 

演者 山根 次美 

所属 医療法人ピーアイエー ナカムラ病院 

 

学術セミナー 

・ 講師：浅枝 麻夢可 先生（歯科衛生士） 

・ 内容：「研究を始める前に知っておきたい

文献検索と論文の読み方」 

 

企業セミナー 

・講師：小田 直子先生（歯科衛生士） 

・内容：「苦手意識ゼロへ！歯科衛生士の 

IOS（Intra Oral Scanner）  

介護予防口腔

機能向上研修

会 

R8/1/25 ・ 開催場所：広島県歯科医師会館 5 階 

・ 講師：綾野 理加 先生（歯科医師） 

・ 内容：「摂食機能の発達と小児の摂食嚥下

障害に関わる基礎知識」  

34 名 

災害歯科保健

歯科衛生士研

修会（Web 開

催） 

R8/2/8 ・ 開催方法：：WEB 開催 

・ 講師：吉田 俊香先生（歯科衛生士） 

・ 内容：「和歌山県歯科衛生士会における防

災活動への取り組み～啓発活動の推進と

会員と作る BCP（事業継続計画）～」  

35 名 

 

 

3 啓発･広報事業         (活用推進部・情報管理部・広報部・公衆衛生部) 

(1)意識啓発事業               

県内 9 地区会と連携し、県民を対象に歯周病予防や口腔健康管理に関する啓発活

動を実施した。 
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1）「お口を健康に保つための歯ブラシと歯磨き剤の選び方」リーフレット活用した

県内全域での啓発活動を実施 

 

令和 7 年度意識啓発事業実施報告 

 
実施団体名 実施場所 実施日 

実施者

数 

広島 2025 文化祭（広島地区会） 
広島市心身障害者福祉

センター全館 
12/7（日） 53 名 

安佐 
第 52 回可部公民館祭り 

実行委員会 
可部公民館 1 階 11/2（日） 42 名 

安芸 健康フェスタ 2025（海田町） フジ海田店 10/25（土） 123 名 

呉･竹

原 

世界骨粗鬆症デーin 呉 2025 

（呉市福祉保健部 福祉保健

課） 

広市民センター 10/4（土） 63 名 

廿日市 
第 20 回あいプラザまつり 

健康コーナー実行委員会 

山﨑本社 

みんなのあいプラザ 

11/３（月・

祝） 
171 名 

東広島 広島県立賀茂北高等学校 
広島県立賀茂北高等学

校 
10/22（水） 

生徒 40

名 

教員 3

名 

三原•

尾道 

令和 7 年度健康フェスタ 

（フジグラン三原） 

フジグラン三原 1 階特

設会場 
10/26（日） 133 名 

福山•

府中 

社会福祉法人 

福山市社会福祉協議会 

かんなべ福祉まつり 

福山市神辺文化会館 9/28（日） 190 名 

三次•

庄原 

安芸高田市歯科衛生士連絡協

議会 

安芸高田市内中学校６

校 

10/2（木）～

11/27（木） 
168 名 
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（2）いい歯の日キャンペーン事業 

県内 9 地区会と連携し、ライフステージに応じた口腔健康管理の普及・啓発を行

うことを目的に、11 月 8 日（いい歯の日）前後に｢いい歯の日キャンペーン｣を実

施した｡ 

令和 7 年度 いい歯の日キャンペーン事業実施報告 

地区会 実施場所 ライフステー

ジ 

実施日 実施者数 

広島 株式会社良品生活  

まちの保健室 

子育て世代 11/10 8 人 

安佐 亀崎児童館 学童期 1/8 81 人 

安芸 ピッコロゴ―ド保育園 幼年期 11/13 37 人 

呉・竹原 認定こども園ししん 幼年期 11/6 60 人 

廿日市 津田保育園 幼年期 11/7 21 人 

東広島 西条幼稚園 幼年期・成人期 10/8 10 人 

三原・尾道 みどり幼稚園 幼年期 10/28 117 人 

さくらこども園 幼年期 11/19 66 人 

福山・府中 ふくやま健康づくり市民会

議 

乳幼児～高齢

期 

10/19 330 人 
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（3）県民への情報提供  

｢健康日本 21｣(第三次)、｢健康ひろしま 21｣(第 3 次)の実現に向けて、歯と口腔

の健康づくりに関する情報を Web サイトやリーフレット等を活用して県民へ提供

した。 

（4）Web サイト、SNS による情報提供        

県内の歯科衛生士が歯科衛生に関する情報をタイムリーに入手できるよう、最新

の研修会情報や他団体主催の研修会案内を Web サイトおよび SNS で発信した。ま

た、災害時の情報提供や会員の安否管理のための情報管理体制の整備に努めた。 

 

4 就労促進事業                   （総務部・組織強化部） 

歯科衛生士の人材確保・復職支援として、県内在住の歯科衛生士の就労促進を図

った。また、県内 5 校の歯科衛生士養成校および広島大学歯学部歯科衛生士教育研

修センターと連携を図り、歯科衛生士の求人･求職に関する情報提供の充実を図っ

た。 

(1)歯科医療技術者無料職業紹介所（DH バンク）の運営             

Web サイト等を活用した歯科衛生士の求人・求職情報の提供を行った。また、求

職者と未就業歯科衛生士に登録を呼びかけ、就労の相談や斡旋を行った。 

 



 9 

令和 7 年度実績 

求人件数（件） 求職者数（名） 成立件数（件） 短期派遣依頼件数（件） 

64 8 2 43 

 

DH バンクの開設時間は、次のとおり。 

・直接の相談対応 ：広島県歯科医師会館 5 階（月～金 13:00~16:00） 

 

その他 

・Web サイト：歯科衛生士の就労を促進するため、

歯科診療所や病院･施設からの求人内容をWebサイト

へ随時掲載し、就職を希望するすべての歯科衛生士へ

情報提供を行った。また、広島労働局の指導を元に、

当会 Web サイトへ掲載する求職内容を一部改正し、

より詳しい情報を提供できるよう整備した。 

・チラシの配布：DH バンクの周知および利用促進

を目的に右のチラシを作成し（右図）、歯科衛生学生お

よび会員へ配布した。また、広島市中区・東区のハロ

ーワークへ同チラシの設置について依頼をした。 

 

(2)紹介に関わる補償等の整備         

広島県歯科衛生士会の DH バンクは、厚生労働省の認可を受け、歯科衛生士を対

象とした無料職業紹介事業を実施している（許可番号：34-ム-010006）。歯科衛生

士の就労に関しては、労働に関する研修を受けた歯科衛生士相談員が対応した｡ま

た、本会会員が短期紹介事業に従事する際に傷害補償が必要となった場合に備え、

傷害保険に加入し、対応可能な体制を整備した。今後も、地域で活躍できる歯科衛

生士の人材育成と活動の拡大を見据え、制度内容のさらなる充実を図る予定である。 


